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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し

い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
様
の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、

第
３
代
都
城
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
ふ
る
さ
と
都

城
を
市
民
一
丸
と
な
っ
て
新
し
い
都
城

に
発
展
さ
せ
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
や

お
孫
さ
ん
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
と

の
強
い
思
い
を
持
っ
て
、
全
身
全
霊
で

市
政
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
「
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都

城
」
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
人
的
被

害
も
な
く
穏
や
か
な
１
年
で
し
た
。
都

城
大
丸
跡
地
も
、
民
間
の
受
け
皿
会
社

が
設
立
さ
れ
、
再
生
に
向
け
て
前
進
し
、

ま
た
、
都
城
志
布
志
道
路
も
新
た
な
区

間
の
工
事
が
始
ま
る
な
ど
、
大
型
事
業

が
着
々
と
進
ん
だ
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

就
任
１
年
目
の
今
年
は
、
皆
様
に
お

約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達
成
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
燃
岳
噴
火
や
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
災
害
に
負
け
な
い
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
を
生
か
し
た

６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
地
場

産
業
の
活
性
化
支
援
や
人
創
り
の
た
め

の
教
育
支
援
、
健
康
な
体
と
豊
か
な

心
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
支
援
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
・
福
祉
・
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
次
の
世
代
に
負
担
を
強
い
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
行
財
政
改
革
を
着
実
に

実
行
す
る
た
め
、
選
択
と
集
中
を
基
本

に
市
政
を
進
め
、
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
シ
テ
ィ
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
１
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

都
城
市
長

池　

田　

宜た
か　

永ひ
さ

謹賀新年
新年のごあいさつ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
市
議
会
の
活
動
に

対
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
の
職
を
預
か
り
、
間
も
な
く
１

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
市
議
会
で
は
、
市
政
の
重
要
課

題
の
解
決
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
活
発
な
議
論
を
行
い
、
よ
り
一
層

の
市
政
の
発
展
と
市
民
の
皆
様
の
福
祉

の
向
上
に
最
善
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
日
本
の
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
き

て
お
り
、
昨
年
末
の
国
政
選
挙
に
お
い

て
も
、
雇
用
や
社
会
保
障
の
基
盤
と
な

る
経
済
構
造
の
変
革
を
期
待
す
る
多
く

の
国
民
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
本
市
に
お
い
て
は
、
一
昨
年

の
年
明
け
早
々
、
都
城
大
丸
の
閉
店
が

報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
民
間
の
力

を
結
集
し
、
再
興
を
目
指
す
動
き
も
具

体
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
新
し
い
活
性

化
の
形
と
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

第
３
代
の
市
長
が
昨
年
11
月
に
誕
生

し
ま
し
た
。
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

シ
テ
ィ
を
目
指
す
本
市
に
あ
っ
て
、
都

城
広
域
定
住
自
立
圏
や
環
霧
島
会
議
と

い
っ
た
県
境
を
越
え
た
取
り
組
み
が
加

速
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
開
か
れ
た
議

会
の
実
現
を
目
指
し
て
今
ま
さ
に
、
そ

の
基
本
と
な
る
市
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
向
け
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
多

く
の
ご
意
見
を
頂
き
、
よ
り
よ
い
条
例

に
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
よ

り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
幸
多

く
、
実
り
あ
る
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

都
城
市
議
会
議
長

に
れ　

田だ　
　
　

勉

謹賀新年
平成25年
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市
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」
の
実
現
に
向
け
て

池
田
市
政
が
ス
タ
ー
ト

市長プロフィル
●昭和46年４月７日生（41歳）
●平成２年３月
　県立都城泉ヶ丘高等学校卒業
●平成６年３月
　九州大学経済学部経済学科卒業
●平成６年４月　大蔵省入省
●平成11年３月
　東京大学大学院経済学研究科修士課程修了
●平成11年７月　

大蔵省主税局調査課内国調査第２係長
●平成14年７月
　金融庁監督局銀行第１課課長補佐
●平成17年４月
　外務省在オーストラリア日本国大使館

１等書記官
●平成19年４月　都城市副市長（総括担当）
●平成22年７月　

財務省主計局主査（農林水産第２係）
●平成24年11月　第３代都城市長就任

◆趣味　スポーツ（野球・テニス・ゴルフ）
◆座右の銘　一期一会、実るほど頭を垂れる稲穂かな
◆家族構成　妻と長男、長女の４人暮らし

第３代都城市長

池 田 宜
た　か

 永
ひ　さ
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こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
信
任
を
い
た
だ

き
、
第
３
代
の
都
城
市
長
と
し
て
市
政

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
負
託
を
受
け
、

あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。こ

れ
ま
で
の
財
務
省
職
員
時
代
の
経

験
・
人
脈
を
最
大
限
に
活
用
し
、
必
要

な
施
策
は
力
強
く
推
進
し
な
が
ら
、
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
市
政
運
営
に
努
め
、
市

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
、

全
身
全
霊
で
市
政
の
さ
ら
な
る
進
化
・

発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
市
政
の
さ
ら
な
る
進
化
・
発
展

こ
れ
ま
で
の
市
政
を
進
化
・
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
郡
医
師
会
病
院
、
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
平
成
26
年
度
ま
で
に
開
院
さ
せ
、
医

療
や
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
の

整
備
を
進
め
て
新
た
な
雇
用
創
出
を
図

る
な
ど
、
本
市
の
中
長
期
的
な
発
展
に

資
す
る
主
要
施
策
と
し
て
、
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
都
城
志
布
志
道
路
の
早
期
全

線
開
通
の
ほ
か
、
都
城
広
域
定
住
自
立

圏
構
想
や
環
霧
島
会
議
な
ど
の
広
域
行

政
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

新
都
城
市
が
誕
生
し
て
７
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

行
す
る
な
か
、
旧
４
町
の
活
性
化
を
ど

う
図
っ
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
定
の
財
源
を
移
譲

す
る
な
ど
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
６
次
産
業
化
の
推
進
や
旧
市

の
中
山
間
地
域
も
含
め
た
農
林
畜
産
業

の
振
興
計
画
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
推
進
し
て
都
城
全
体
の
経
済

発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
行

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
全
て
の

市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
「
ス

マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」
を
創
り
上
げ
て

い
く
た
め
に
、
７
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
お
約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
市
政

の
中
に
明
確
に
位
置
付
け
る
た
め
に
、

都
城
市
総
合
計
画
の
重
点
施
策
と
し
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

①
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

新
燃
岳
噴
火

や
口
蹄
疫
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
災
害

に
常
に
危
機
感

を
持
っ
て
万
全

の
備
え
を
行
い
、

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す
。
ま

た
、
巨
大
地
震
の
発
生
時
に
は
、
都
城

市
が
県
の
防
災
拠
点
に
な
る
の
で
、
都

城
志
布
志
道
路
の
早
期
全
線
開
通
や
宮

崎
自
動
車
道
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整

備
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
農
林
畜
産
業
の
支
援

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
を
生

か
し
た
６
次
産
業
化
を
進
め
て
、
経
済

発
展
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
５
年
後
の

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
日
本
一
を
獲

得
し
て
、
文
字
通
り
生
産
量
・
品
質
と

も
に
日
本
一
の
生
産
地
を
目
指
し
ま
す
。

③
地
場
産
業
の
支
援

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
民

間
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
人
の
流
れ

を
創
出
し
、
新
規
店
舗
の
参
入
も
促
進

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、都
城
イ
ン
タ
ー

工
業
団
地
の
整
備
も
着
実
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
燃
岳
噴
火
や
口

蹄
疫
に
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
る
観
光
を

浮
揚
さ
せ
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
の
合
宿
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

④
「
人
創
り
」
の
た
め
の
教
育
支
援

　

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を
育
成
す
る

に
は
、
基
礎
学
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
都
城
を
愛
す

る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
地
域

の
祭
り
や
行
事
に
参
加
す
る
郷
土
教

育
・
地
域
教
育
や
、
論
語
の
学
習
な
ど

の
道
徳
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
支
援

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
支
援
の
た
め
の
施

設
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

市
立
図
書
館
や
小
・
中
学
校
図
書
館
の

充
実
を
図
り
、
本
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

⑥
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
支
援

市
郡
医
師
会
病
院
な
ど
を
平
成
26
年

度
末
ま
で
に
開
院
さ
せ
、
医
療
や
福
祉

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。
子
育

て
世
代
に
対
し
、
引
き
続
き
妊
婦
健
診

の
補
助
や
乳
幼
児
医
療
費
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

⑦
行
財
政
改
革

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
民

間
委
託
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
職

員
を
５
年
間
で
１
４
０
人
削
減
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
お
孫
さ
ん
た
ち

に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
よ
う
、
効
率
的
な

予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
健
全

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

全
て
の
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
「
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」
を
実
現

し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
市
長

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市長就任のあいさつ
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２
０
１
２
年
の
主
な
出
来
事

１
月

◎�

都
城
農
業
高
校
出
身
の
北
別
府
学
さ

ん
が
野
球
殿
堂
入
り

◎�

市
内
１
、９
５
７
世
帯
に
防
災
無
線

の
戸
別
受
信
機
を
設
置

２
月

◎�

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
湯
場
忠
志
選
手
が

史
上
初
の
日
本
王
座
４
階
級
を
制
覇

し
、
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞

３
月

◎�

岩
手
県
陸
前
高
田
へ
桜
を
捧
げ
る
会

が
桜
の
苗
木
３
、０
０
０
本
を
贈
る

◎�

都
城
志
布
志
道
路
の
平
塚
・
五
十
町

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
開
通

◎�

山
之
口
町
の
王
子
山
遺
跡
で
国
内
最

古
の
食
用
植
物
を
発
見

４
月

◎�

１
年
９
カ
月
ぶ
り
に
関
之
尾
滝
の
つ

り
橋
と
遊
歩
道
の
一
部
が
開
通

◎�

田
中
悳し
ん
ご吾

さ
ん
が
全
日
本
水
墨
画
秀

作
展
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

５
月

◎�

国
内
で
25
年
ぶ
り
の
金
環
日
食
観
測

◎�

都
城
警
察
署
管
内
の
少
年
補
導
員
に

南
九
州
大
学
生
３
人
を
委
嘱

６
月

◎�

新
燃
岳
の
警
戒
範
囲
を
火
口
の
半
径

３
㌔
以
内
か
ら
２
㌔
以
内
に
縮
小

◎�

九
州
電
力
が
計
画
停
電
実
施
を
発
表

都城志布志道路　五十町インターチェンジ付近

回
顧
録

2012

2012年は、新燃岳の警戒範囲が縮小されたり、関之尾滝のつり橋が１年９カ月ぶりに開通
したりするなど、災害復旧が進みました。
また、都城大丸跡地も民間の受け皿会社が設立され、再生に向けて大きく前進。都城市郡
医師会病院などが移転する健康医療ゾーンの用地造成や、平塚・五十町インターチェンジ
間が開通した都城志布志道路も新たな区間の工事が始まるなど、大型事業が着々と進展し
た年でもあり、明るい未来を予感させる１年でした。
� ◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23−3174
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７
月

◎
お
か
げ
祭
り
が
20
周
年

◎�

西
中
学
校
男
子
弓
道
部
が
、
世
界
弓

道
交
流
大
会
で
特
別
演
武
披
露

◎�

環
霧
島
周
遊
列
車
が
初
運
行

８
月

◎�

宮
崎
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
サ
ン
ズ
の
監
督

に
北ほ
ん
ご
う郷
純
一
郎
さ
ん
が
就
任

◎�

五
十
市
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
全
国
中
学
校
体
育
大
会

で
初
優
勝

◎�

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
山
内
達
哉
さ
ん

に
都
城
市
特
派
大
使
を
委
嘱

◎�

都
城
歴
史
資
料
館
の
入
館
者
が
、
開

館
以
来
30
万
人
に
到
達

9
月

◎�

都
城
大
丸
跡
地
再
生
に
向
け
た
、
新

会
社
が
設
立
さ
れ
る

10
月

◎�

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会
主
催
の
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
３
０
０
回

11
月

◎�

竹
弓
製
造
の
南
𥔎
一
美
さ
ん
が
現
代

の
名
工
を
受
賞

◎�

高
城
小
学
校
吹
奏
学
部
が
、
全
日
本

小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
場
し
銀
賞
を
受
賞

◎�

第
３
代
都
城
市
長
に
池
田
宜た
か
ひ
さ永
市
長

が
就
任

12
月

◎�

天
皇
杯
・
皇
后
杯
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
る

４階級を制したプロボクサーの湯場
忠志選手が市民栄誉賞を受賞

金環日食を前にたちばな天文台で、
日食眼鏡工作教室を開催

ロビーコンサート300回記念ウイー
クを開催。癒やしの音色響く

環霧島周遊列車が都城駅発着で初運
行。もてなしや自然を満喫

王子山遺跡で発見された国内最古の
食用植物を都城歴史資料館で展示

池田新市長に当選証書を授与。池田
市政がスタート

20年の節目を迎えた「おかげ祭り」。
勇壮なみこしが見物客らを魅了

2月7月

5月

5月10月

7月11月

街頭
インタビュー

蓑
み の

部
べ

 樹
た つ

生
お

さん

昨年５月に観測され
た金環日食が、今年
はアフリカで観測さ
れます。全国の皆さ
んの協力で集めた日
食眼鏡を、アフリカ
の子どもたちに送り
たいと思います。日食眼鏡をアフリカの子

どもたちにプレゼント

都城歴史資料館の
30万人目来館者

山下 博明さん

郷土史の研究をして
いて、各地の資料館
などに足を運んでい
ます。昨年は幸運に
も都城歴史資料館の
30万人目に。皆さん
も郷土の歴史を学ん
でみませんか。

都城警察署管内初の
大学生少年補導員

（南九州大学４年生）

後藤 隆雄さん（左）

増田 昴
こ う す け

亮さん（中央）

藤田 和
か ず き

貴さん（右）

就職活動や講義の都
合で、補導員として
の務めはあまり果た
せませんでしたが、
後輩たちに私たちの
活動を引き継いでい
きたいです。

全 日 本 小 学 校 バ ン ド
フェスティバルに出場
した高城小学校吹奏楽
部の６年生

牧原 優
ゆ き な

希菜さん（左）

田中 珠
す み れ

美礼さん（中央）

領
りょうした

下 奈
な な か

々華さん（右）

昨年は、あこがれの
全国大会に出場し
て、銀賞を受賞しま
した。今年は金賞が
取れるよう、後輩た
ちに頑張ってほしい
です。
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平成23年度決算状況 平成23年度末市債の状況
会　計　名 歳　入 歳　出 起債残高 交付税措置額 実質負担額

一　般　会　計 790億3,813万円 775億5,440万円 763億4,010万円 513億2,059万円 250億1,951万円 

特別
会計

食肉センター 1億3,366万円 1億3,366万円 8億3,625万円 8億3,625万円 
下水道事業 34億1,664万円 34億1,599万円 234億 283万円 111億3,553万円 122億6,730万円 
国民健康保険 219億5,775万円 219億4,928万円 
後期高齢者医療 16億5,289万円 16億4,858万円 
公設地方卸売市場事業 5,172万円 5,172万円 1億2,466万円 1億2,466万円 
農業集落下水道事業 5億3,167万円 5億3,167万円 47億6,965万円 27億3,700万円 20億3,265万円 
整備墓地 3,246万円 3,246万円 2億7,963万円 2億7,963万円 
工業用地造成事業 3,394万円 3,394万円 3億9,050万円 3億9,050万円 
介護保険 141億3,811万円 141億3,204万円 
御池簡易水道事業 5,380万円 4,682万円 1,510万円 1,510万円 
簡易水道事業 2億9,580万円 2億8,007万円 6億9,379万円 2億4,374万円 4億5,005万円 
電気事業 4,731万円 4,637万円 
山之口総合交流活性化センター 7,990万円 7,990万円 1億 2万円 1億 2万円 0 万円
高城健康増進センター等管理事業 1億7,280万円 1億7,280万円 2億1,399万円 1億3,320万円 8,079万円 

合　計 425億9,845万円 425億5,530万円 308億2,642万円 143億4,949万円 164億7,693万円 

企業
会計

水道事業（収益的） 23億 225万円 19億5,376万円 
92億2,644万円 92億2,644万円 

水道事業（資本的） 4億9,418万円 13億4,936万円 

平成23年度一般会計決算

都城市の

市では、皆さんの納めた税金がどのように使われているかをお知らせ
するため、年２回財政状況を公表しています。今回は、平成 23年度の
決算状況と平成24年度の予算（９月補正時点）をお知らせします。

◎問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一般会計・特別会計について　財政課　☎23−2113
水道事業について　　　水道局業務課　☎23−4510

形式収支で14億8,373万円の黒字、平成24年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実質収支では
11億8,736万円の黒字決算となりました。

※�交付税措置額とは、市債残高のうちその償還について、国が地方交付税に算入するとした額です。また、水道
事業の資本的収支の不足額は、留保資金などで補てんしました

歳出
決算総額

775億5,440万円

民生費
249億4,873万円
32.2%

総務費
115億4,796万円 
14.9%

公債費
100億7,321万円
13.0%

教育費
64億2,896万円
8.3%

農林水産業費
63億6,030万円
8.2%

土木費
54億5,372万円 
7.0%

衛生費
47億5,938万円 
6.1%

商工費
27億3,776万円 
3.5%

災害復旧費
25億2,154万円 3.3%

その他
27億2,284万円 3.5%

地方交付税
219億3,393万円
27.8%

繰入金
44億3,433万円 
5.6%

市税
183億2,384万円
23.2%

諸収入
26億5,954万円 
3.4%

国・県支出金
157億4,813万円
19.9%

その他
86億5,384万円 10.9%

市債
72億8,452万円
9.2%

歳入
決算総額

790億3,813万円 

財 政 状 況
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【
歳
入
】

●�

地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得
税
や
法
人
税
、
酒
税
、
消

費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
国
が
地
方
へ
再
配
分
す
る
税

●�

市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど

●�

国
・
県
支
出
金
／
特
定
の
目
的
の
事
業
に
充
て
る
た
め
の
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

●�

市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
財
源
と
な
る
借

入
金

●�

繰
入
金
／
一
般
会
計
や
特
別
会
計
、
基
金
な
ど
の
会
計
間
の

資
金
の
や
り
と
り

【
歳
出
】

●�

民
生
費
／
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
の
福
祉
全
般

の
経
費

●
総
務
費
／
選
挙
や
戸
籍
、
徴
税
、
市
庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

●
公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

●�

教
育
費
／
教
育
や
文
化
財
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

●
土
木
費
／
道
路
や
公
園
整
備
、
住
宅
管
理
な
ど
の
経
費

●
農
林
水
産
業
費
／
農
業
や
林
業
、
水
産
業
な
ど
の
経
費

●
衛
生
費
／
清
掃
や
保
健
衛
生
な
ど
の
経
費

●�

一
般
会
計
／
道
路
整
備
や
ご
み
収
集
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計

●�

特
別
会
計
／
介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
、

特
定
の
収
入
（
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）
で
そ
の
仕
事
の
支

出
を
賄
う
会
計

●�

企
業
会
計
／
そ
の
仕
事
自
体
に
収
益
（
使
用
料
）
が
あ
り
、

そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
性
の
会
計

●�

形
式
収
支
・
実
質
収
支
／
形
式
収
支
は
歳
入
決
算
総
額
か
ら
歳

出
決
算
総
額
を
差
し
引
い
た
額
、
実
質
収
支
は
こ
の
額
か
ら

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
額

用語解説

都城市の家
計簿

平成24年度一般会計予算（９月補正時点）

平成23年度一般会計決算を、月額30万円の家計に置き換えると

当初予算（680億1,000万円）と比較して、13億912万円の増となっています。

収　入 支　出
項　　目 金額 割 合 項　　目 金 額 割 合

給料（地方税など） 81,987円 27.3% 食費（人件費） 46,312円 15.4%
子どもからの仕送り（地方交付税） 83,253円 27.8% 保険料や医療費（扶助費） 60,749円 20.3%
その他の収入（使用料・手数料など） 20,982円 7.0% ローン返済（公債費） 38,234円 12.7%
親戚などからの援助（国・県支出金） 59,774円 19.9% その他の生活費（維持補修費など） 91,970円 30.7%
前月分繰り越し（繰越金） 9,523円 3.2% 預貯金（積立金） 19,473円 6.5%
預貯金の取り崩し（繰入金など） 16,831円 5.6% 家屋の増改築（投資的経費） 37,630円 12.5%
新たな借金（市債） 27,650円 9.2% ※5,632円（1.9%）は翌月へ繰り越し

商工費
24億3,574万円
3.5%

土木費
61億7,229万円
8.9%

公債費
91億999万円
13.1%

農林水産業費
37億552万円
5.4%地方交付税

196億2,388万円 
28.3%

市債
85億2,151万円
12.3%

国・県支出金
135億3,349万円
19.5%

繰入金
18億1,556万円
2.6%

その他
61億7,520万円 8.9%

市税
172億2,374万円
24.9%

諸収入
24億2,574万円
3.5%

衛生費
71億4,451万円
10.3%

民生費
252億2,431万円
36.4%

その他
28億5,148万円 4.1%

教育費
51億6,447万円
7.5%

総務費
75億1,081万円
10.8%

歳出総額
693億1,912万円

歳入総額
693億1,912万円
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月　日 時      間 地　　　　区 場　所

全
地
区
共
通

1月21日
㈪

9：30～12：00
13：00～16：00 全地区共通 都城市役所 

南別館４階
1月22日

㈫
1月23日

㈬

小
松
原
地
区

1月24日
㈭

9：30～12：00 平江町、大王町

小松原地区
公民館

13：00～16：00 前田町、北原町、栄町、
小松原町、宮丸町

1月25日
㈮

9：30～12：00
志比田町

13：00～16：00

姫
城
地
区

1月29日
㈫

9：30～12：00 早鈴町、甲斐元町、松元町

コミュニティ
センター

13：00～16：00 都島町、西町、上町

1月30日
㈬

9：30～12：00 下長飯町

13：00～16：00 中町、牟田町、八幡町、蔵原町、
姫城町

五
十
市
地
区

1月31日
㈭

9：30～12：00 南鷹尾町、久保原町

五十市地区
公民館

13：00～16：00 五十町、大岩田町

2月1日
㈮

9：30～12：00 鷹尾１～５丁目
13：00～16：00 平塚町、今町

横
市
地
区

2月4日
㈪

9：30～12：00
都原町

横市地区
公民館

13：00～16：00

2月5日
㈫

9：30～12：00 横市町
13：00～16：00 南横市町

2月6日
㈬

9：30～12：00
蓑原町

13：00～16：00

妻
ケ
丘
地
区

2月7日
㈭

9：30～12：00 妻ヶ丘町、若葉町、菖蒲原町

妻ヶ丘地区
公民館

13：00～16：00 上東町、東町、天神町、中原町、
花繰町

2月8日
㈮

9：30～12：00 上長飯町
13：00～16：00 一万城町、広原町

庄
内
地
区

2月12日
㈫

9：30～12：00 関之尾

庄内地区
公民館

13：00～16：00 川崎、町区

2月13日
㈬

9：30～12：00 平田
13：00～16：00 東区

2月14日
㈭

9：30～12：00 馬場、莇、今平、内場、源野
13：00～16：00 西区

2月15日
㈮

9：30～12：00 宮島、千草
13：00～16：00 今屋

志
和
池
地
区

2月18日
㈪

9：30～12：00 丸谷、巣立

志和池地区
公民館

13：00～16：00 薄谷、谷頭

2月19日
㈫

9：30～12：00 下水流２、下水流３
13：00～16：00 下水流１、平原、岩満

2月20日
㈬

9：30～12：00 上水流東、上水流中、森田
13：00～16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

2月21日
㈭

9：30～12：00 万ヶ塚、麓
13：00～16：00 寿万寺、崎田

月　日 時      間 地　　　　区 場　所

西
岳
地
区

2月22日
㈮

9：30～12：00 高野町、田野の一部 西岳地区
公民館13：00～16：00 美川町

3月4日
㈪

10：00～12：00 牛之脛 旧夏尾
保育児童館13：00～15：30 馬渡、御池町

3月11日
㈪

10：00～12：00 田野、武床、猪子石 折田代
営農研修館13：00～15：30 折田代、御池町

祝
吉
地
区

2月25日
㈪

9：30～12：00 上郡元、南郡元

祝吉地区
公民館

13：00～16：00 郡元１～４丁目、神之山町、
年見町、

2月26日
㈫

9：30～12：00 祝吉１～３丁目、祝吉町、
千町、上川東１～４丁目

13：00～16：00 早水町、立野町、
下川東１～４丁目

沖
水
地
区

2月27日
㈬

9：30～12：00 都北町、広瀬

沖水地区
公民館

13：00～16：00 吉尾町
2月28日

㈭
9：30～12：00 東高木、上金田

13：00～16：00 西高木
3月1日

㈮
9：30～12：00 太郎坊町

13：00～16：00 下金田、中金田

中
郷
地
区

1月28日
㈪

10：00～12：00 尾平野 石原
営農研修館13：00～15：30 石原

3月5日
㈫

9：30～12：00 東豊満、西豊満

中郷地区 
市民交流
センター

13：00～16：00 大薗、益貫、麓
3月6日

㈬
9：30～12：00 上安久、下安久

13：00～16：00 川内、雄児石
3月7日

㈭
9：30～12：00 藤田、正応寺

13：00～16：00 嫁坂、払川
3月8日

㈮
9：30～12：00 高野原、女橋

13：00～16：00 大浦

予
備
日

3月12日
㈫

9：30～12：00
13：00～16：00 本庁管内全域（予備日） コミュニティ

センター

3月13日
㈬

3月14日
㈭

3月15日
㈮

月　日 時      間 地　　　　区 場　所

山　

之　

口　

地　

区

2月4日
㈪

9：30～11：00 永野地域 永野
営農研修館

13：00～15：30 青井岳地域 青井岳
営農研修館

2月5日
㈫

9：30～12：00 麓１～４区、下平

山之口地区
公民館

13：00～16：00 野上、五反田、六十田、田原

2月6日
㈬

9：30～12：00 街区１～５、向原東１、２、３、
７、西向原１～３

13：00～16：00 西向原５～10、川内、前方

2月7日
㈭

9：30～12：00 正近１～６、桑原１、乗平

13：00～16：00 桑原２、桑原３、中原、
富吉団地

2月8日
㈮

9：30～12：00 東、原田、飯起
13：00～16：00 榎木、上森

3月13日
㈬

9：30～12：00
山之口町全域（予備日） 山之口地区

公民館13：00～16：00

申告期間中は全職員が各会場に出向きますので、
本庁および各総合支所窓口での申告受け付けはで
きません。必ず次の会場で申告してください。
※12時～13時は受け付け休止
なお、確定申告をする人は、市・県民税の申告は
必要ありません。

市・県民税の申告をお忘れなく
申告の受け付けは、１月21日㈪~３月15日㈮まで

◎問い合わせ
　市民税課　　　　　　　　　☎ 23-2123
　山之口総合支所市民生活課　☎ 57-3111
　高城総合支所市民生活課　　☎ 58-2311
　山田総合支所市民生活課　　☎ 64-1111
　高崎総合支所市民生活課　　☎ 62-1111
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月　日 時　　間 地　　　　区 場　所

高　

城　

地　

区

2月4日
㈪

10：00～12：00 第１８自治公民館
第１９自治公民館 様ヶ野営農

研修館
13：00～15：00 新第１９自治公民館

第２０自治公民館

2月12日
㈫

9：30～12：00
第１自治公民館（高城原１・
２・３・４、大久保１・２・３、
春日）

高城生涯学習
センター

13：00～16：00
第１自治公民館（立喰１・２、
春日住宅、宮銀住宅）、
第２自治公民館

2月13日
㈬

9：30～12：00 第３自治公民館（上の１・上の
２・上の３）、第４自治公民館

13：00～16：00 第３自治公民館（下の１・下の
２）、第５自治公民館

2月14日
㈭

9：30～12：00 第６自治公民館、
第８自治公民館（１・２・３）

13：00～16：00 第７自治公民館、
第８自治公民館（４・５・６）

2月15日
㈮

9：30～12：00 第１3自治公民館 高城農村環境
改善センター13：00～15：30 第１6自治公民館

9：30～12：00 第９自治公民館 高城地区公民
館石山分館13：00～15：30 第１１自治公民館

2月18日
㈪

9：30～12：00 第１５自治公民館（田尾１・２・
３、新生、田尾上団地） 高城農村環境

改善センター
13：00～15：30 第１５自治公民館（宮平、

木ノ下、旭、親和、宮平住宅）

9：30～12：00 第１０自治公民館
（１・２・３・４） 高城地区公民

館石山分館
13：00～15：30 第１０自治公民館

（５・６・７・８・９）

2月19日
㈫

9：30～12：00 第１4自治公民館 高城農村環境
改善センター13：00～15：30 第１7自治公民館

9：30～12：00 第１２自治公民館 （１・２）
高城地区公民
館石山分館13：00～15：30 第１２自治公民館

（３・４・５・６）

3月12日
㈫

9：30～12：00
高城町全域（予備日） 高城生涯

学習センター13：00～16：00

月　日 時      間 地　　　　区 場　　所

山　

田　

地　

区

2月20日
㈬

9：30～12：00 西栫、瀬之口、百原、中村 山田
総合センター13：00～16：00 脇之馬場、長谷

2月21日
㈭

9：30～12：00
石風呂、上椎屋、平山 平山公民館

13：00～16：00
9：30～12：00

牛谷、瀬茅、万ヶ塚 瀬茅公民館
13：00～16：00

2月22日
㈮

9：30～12：00 田中、和田上
田中公民館

13：00～16：00 毘砂丸、修行、倉平

2月25日
㈪

9：30～12：00 竹脇、大古川
大古川公民館

13：00～16：00 北田、池之原

2月26日
㈫

9：30～12：00
浜之段、下是、上是 下是公民館

13：00～16：00
9：30～12：00

古江、山内一、山内二 山内一公民館
13：00～16：00

2月27日
㈬

9：30～12：00 谷一、二、三
農業者
トレーニング
センター

13：00～16：00 谷六、七、八、九

2月28日
㈭

9：30～12：00
谷五

13：00～16：00

3月15日
㈮

9：30～12：00
山田町全域（予備日） 山田

総合センター13：00～16：00

月　日 時      間 地　　　区 場　所

高　

崎　

地　

区

3月1日
㈮

9：30～12：00 谷川・町倉・栗巣・杉倉
前田児童館

13：00～16：00 割付・迫間・山神原・野平
9：30～12：00 田中・権堀 東霧島地区

多目的集会所13：00～16：00 松ヶ水流・東

3月4日
㈪

9：30～12：00 塚原・小牧・轟
江平地区
農村環境
改善センター

13：00～16：00 鵜戸・木下

3月5日
㈫

9：30～12：00 温水・炭床
13：00～16：00 吉村

3月6日
㈬

9：30～12：00 竹元・崎山 笛水小中学校
クラブハウス13：00～16：00 椎屋・後平

9：30～12：00 横谷・共和 縄瀬地区
活性化
センター13：00～16：00 三和・蔵元

3月7日
㈭

9：30～12：00 栢木・田平・中央団地

高崎総合支所
３階

13：00～16：00 上新田・鍋

3月8日
㈮

9：30～12：00 牟礼水流・新生・原村
13：00～16：00 下新田

3月11日
㈪

9：30～12：00 旭・高坂
13：00～16：00 荒場・上勢西

3月14日
㈭

9：30～12：00
高崎町全域（予備日）

13：00～16：00

平成25年度住民税の主な改正内容
①�平成24年１月１日以降に契約した生命保険に
ついては、新たに介護医療保険料控除を設け
ました。一般生命保険料控除、介護医療保険
料控除、個人年金保険料控除の適用限度額は、
それぞれ２万 8,000 円になります。
　※�ただし、各保険料控除の合計適用限度額は、
７万円です

②�平成 24 年 1 月 1 日以後に支出した社会福祉
法人などへの寄付金が、市・県民税の寄付金
控除適用対象になりました。

営業・農業・不動産所得のある皆さんへ
農業などの事業所得がある人は、必ず事前に
経費の計算をしてから申告会場に来てくださ
い。計算していない場合は、計算後に受け付
けしますので、順番が前後する場合がありま
す。

所得税・消費税・贈与税の申告
●期間　２月12日㈫～３月15日㈮
　　　　９時～16時　※土・日曜日は除く
●場所　ウエルネス交流プラザ
　　　　※ 税務署内には、確定申告会場は開設して

いません

◎問い合わせ
　都城税務署　☎22−4377（自動音声案内）
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City of Miyakonojo  Topics
長
峯
市
政
か
ら
池
田
市
政
へ
バ
ト 

ン
タ
ッ
チ

池
田
新
市
長
が
初
登
庁

　

11
月
22
日
、
池
田
宜た

か
ひ
さ永
新
市
長
が
初

登
庁
し
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
市
民
や
市

役
所
職
員
ら
が
拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。

第
３
代
都
城
市
長
に
就
任
し
た
池
田
市

長
。
歓
迎
の
花
束
を
手
に
し
た
池
田
市

長
は
「
新
し
い
都
城
づ
く
り
に
、
ま
っ

す
ぐ
に
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
市
民
ら

に
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市

長
室
で
の
事
務
引
継
式
に
臨
み
、
長
峯

前
市
長
か
ら
渡
さ
れ
た
引
継
書
に
署
名

し
て
、
市
政
運
営
の
第
１
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
都
城
で
生
ま
れ
育
っ
た
池

田
市
長
は
、
現
在
41
歳
。
元
財
務
省
職

員
で
平
成
19
年
４
月
か
ら
22
年
６
月
ま

で
、
市
の
副
市
長
を
務
め
ま
し
た
。

ま
ち
を
彩
る
温
か
な
明
か
り

プ
ラ
ザ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　

ま
ち
な
か
を
温
か
な
光
で
彩
る
プ
ラ

ザ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
11

月
23
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
観

客
全
員
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
合
わ
せ

て
、
10
万
球
の
明
か
り
が
一
斉
に
点
灯
。

会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
合
唱

や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ

れ
、
澄
ん
だ
音
色
が
響
き
渡
る
中
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
を
楽
し
み
ま
し
た
。
櫻
田
麻ま

き

え
季
恵

さ
ん
（
今
町
）
は
「
子
ど
も
た
ち
と
点

灯
す
る
瞬
間
を
楽
し
み
に
来
ま
し
た
」

と
色
と
り
ど
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

レ
ン
タ
サ
イ 

ク
ル
で
ま
ち
な
か
探
検

ま
ち
な
か
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

11
月
23
日
、
Ｊ
Ｒ
都
城
駅
で
ま
ち
な

か
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

で
観
光
協
会
の
堀
之
内
会
長
が
「
観
光

客
だ
け
で
な
く
市
民
に
も
利
用
し
て
も

ら
い
、
ま
ち
な
か
の
よ
さ
を
感
じ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
隠
れ
た
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
続
い
て
、
関
係
者
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
運
行
の
安
全

と
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
祈
願
。
観
光

レ
デ
ィ
ー
ら
が
初
乗
車
し
て
オ
ー
プ
ン

を
祝
い
ま
し
た
。
貸
し
自
転
車
は
Ｊ
Ｒ

都
城
駅
や
都
城
島
津
邸
な
ど
、
市
内
５

カ
所
で
無
料
貸
し
出
し
さ
れ
ま
す
。

甘
い
が
ね
～
　
う
ま
い
が
ね
～

が
ね
コ
ン
テ
ス
ト
in
せ
き
の
お

　

郷
土
料
理
「
が
ね
」
の
味
を
競
う
が

ね
コ
ン
テ
ス
ト
が
11
月
25
日
、
滝
の
駅

せ
き
の
お
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
火
山
の

産
物
「
シ
ラ
ス
」
土
壌
で
育
つ
サ
ツ
マ

イ
モ
の
が
ね
を
使
っ
て
、
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
の
認
知
度
向
上
に
つ
な
げ
よ
う

と
開
催
。
会
場
に
は
味
比
べ
を
楽
し
み

に
１
、５
０
０
人
が
訪
れ
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
甘
み
を
生
か
し
た
が
ね
や
、
カ

レ
ー
粉
や
塩
麹こ

う
じを

使
い
工
夫
を
凝
ら
し

た
が
ね
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。
中
原
敦
子
さ
ん
（
祝
吉
二
丁
目
）

は
「
甘
く
て
お
い
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
っ
て
楽
し
い
」

と
味
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題
地
域
み
ん
な
で
引
き
継
ぐ
伝
統
行
事

桜
木
揚
げ
馬
祭
り

　

桜
木
揚
げ
馬
祭
り
が
11
月
25
日
、
高

城
町
桜
木
の
南
方
神
社
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
来
、
４
年
に
１
度
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
口
蹄
疫
や
新
燃
岳

噴
火
の
影
響
で
７
年
ぶ
り
に
開
催
。
文

禄
・
慶
長
の
役
に
加
わ
っ
た
都
城
島

津
家
の
出
陣
の
様
子
を
再
現
し
た
大
名

行
列
が
、
桜
木
地
区
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
殿
様
の
名
代
役
の
稚
児
や
よ
ろ
い

武
者
な
ど
に
ふ
ん
し
た
住
民
ら
が
繰
り

広
げ
る
歴
史
絵
巻
に
、
見
物
客
ら
は
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
稚
児
役
の
澤

田
優
希
く
ん
（
７
歳
）
は
「
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

郷
土
愛
を
育
む
ふ
れ
あ
い
の
場

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之
口

　

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之

口
が
12
月
２
日
、
山
之
口
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
地
域
住
民
が
生
涯
学

習
教
室
で
制
作
し
た
ち
ぎ
り
絵
や
手
芸

な
ど
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
郷
土
芸
能

や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
来
場

者
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

人
形
浄
瑠
璃
を
公
演
し
た
麓
小
学
校
の

児
童
ら
が
、
郷
土
の
歴
史
や
人
形
浄
瑠

璃
を
学
ぶ
意
味
を
詩
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
曲
を
合
唱
。
作
詞
作
曲
し
た
大
森

福
一
校
長
は
「
い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と

山
之
口
を
大
切
に
す
る
人
に
成
長
し
て

ほ
し
い
」
と
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

年
越
し
準
備
に
そ
ば
打
ち
修
行

新
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

　

こ
の
秋
に
庄
内
地
区
で
収
穫
さ
れ
た

ソ
バ
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
と

そ
ば
粉
の
販
売
な
ど
が
12
月
９
日
、
関

之
尾
緑
の
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遠

く
は
鹿
児
島
市
内
か
ら
も
含
め
て
、
68

人
が
そ
ば
打
ち
を
体
験
。
講
師
か
ら
そ

ば
の
打
ち
方
の
説
明
を
受
け
た
後
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
そ
ば
粉
を
こ
ね
た
り
、

麺
棒
で
薄
く
延
ば
し
た
り
し
て
、
そ
ば

打
ち
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
家
族
と

参
加
し
た
山
内
友
美
さ
ん
（
鷹
尾
三
丁

目
）
は
「
そ
ば
打
ち
は
初
め
て
の
経
験
。

今
日
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
年
越

し
そ
ば
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

最
高
峰
の
プ
レ
ー
に
大
歓
声

天
皇
杯
・
皇
后
杯
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　

地
方
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る
天
皇

杯
・
皇
后
杯
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
が
12
月
14
日
か
ら
24
日
ま

で
、
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。Ⅴ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
と
各
地
区
予
選
を
突
破
し
た
高
校
や

大
学
、
社
会
人
の
男
女
各
24
チ
ー
ム
が

出
場
。
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
た

ち
の
プ
レ
ー
は
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
敗
退
し
た
福

岡
大
学
の
吉
原
味み

さ

と
里
都
さ
ん
（
４
年
）

は
「
家
族
や
友
人
の
声
援
で
頑
張
れ
た

の
で
悔
い
は
な
い
。
今
後
は
、
地
元
都

城
で
後
進
育
成
に
励
み
た
い
」
と
新
た

な
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

JVA承認2012-12-017
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「地縁による団体功労者
総務大臣表彰」を受賞した

立
山
さ
ん
は
、
郵
便
局
を
定
年
退
職

し
て
ふ
る
さ
と
の
都
城
に
戻
る
と
、
３

年
後
に
は
年
見
自
治
公
民
館
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昨
年
の
３
月

に
自
治
公
民
館
長
の
役
職
を
譲
る
ま
で
、

防
災
訓
練
の
実
施
や
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
高
齢
者
を
囲
ん
で
の
食
事
会

の
開
催
な
ど
、
地
域
を
挙
げ
て
の
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
は
早
く

か
ら
取
り
組
み
、
遠
く
は
北
海
道
か
ら

も
先
進
的
な
活
動
を
学
ぼ
う
と
視
察
に

来
る
ほ
ど
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
認
め

ら
れ
平
成
15
年
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

「
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
生
き
が
い

で
す
。
仕
事
を
し
て
い
る
こ
ろ
は
、
限

ら
れ
た
人
と
の
付
き
合
い
で
し
た
が
、

今
で
は
も
っ
と
幅
広
い
付
き
合
い
で
、

自
筆
の
年
賀
状
を
３
０
０
枚
ほ
ど
書
き

ま
す
よ
」
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
る
立
山
さ
ん
。

自
治
公
民
館
長
を
引
退
し
た
今
で
も

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
見
守
り
活
動

を
続
け
て
い
て
、
会
え
な
い
時
に
は
電

話
や
手
紙
の
や
り
と
り
で
そ
の
無
事
を

確
認
し
て
い
ま
す
。「
自
治
公
民
館
活

動
に
は
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
体
の
続
く
限
り
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
地
会
や
町
内
会
の
代
表
者
と
し

て
地
域
の
共
同
活
動
に
取
り
組

み
、
良
好
な
地
域
社
会
の
形
成
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
地

縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表

彰
」。
今
回
、
年
見
自
治
公
民
館
長
を

28
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
務
め
た
立
山

静
夫
さ
ん
（
89
歳
）
に
、
同
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

市
内
の
自
治
公
民
館
長
と
し
て
、
初

め
て
受
賞
。
そ
の
栄
誉
に
「
公
民
館
活

動
は
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
。
気
付
け

ば
長
い
間
、
自
治
公
民
館
長
を
務
め
て

い
た
の
で
す
ね
。
家
族
や
地
域
の
人
た

ち
の
支
え
が
あ
っ
て
で
き
た
こ
と
で

す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
振
り
返
り
ま
す
。

立山 静夫�さん
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※ 

環
霧
島
圏
域
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す

霧
島
山
の
魅
力
を
堪
能
し
て
も
ら
お

う
と
、
環
霧
島
会
議
が
Ｊ
Ｒ
九
州
支
店

と
協
力
し
て
実
現
し
た
一
般
募
集
の

ツ
ア
ー
「
環
（
ぐ
る
っ
と
）
霧
島
周

遊
列
車
」。
日
豊
本
線
、
吉
都
線
、
肥

薩
線
を
乗
り
換
え
な
し
で
結
ぶ
総
延
長

１
４
４
㌔
、
約
６
時
間
の
列
車
の
旅
で

す
。今
年
度
は
４
回
の
運
行
を
企
画
し
、

毎
回
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

12
月
９
日
、
財
部
駅
を
発
着
駅
と
し

た
第
３
回
の
ツ
ア
ー
に
は
88
人
が
参

加
。
停
車
駅
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
特
産
品
の
振
る
舞
い
や
即
売
会
、
車

内
で
は
特
製
の
駅
弁
や
観
光
案
内
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

霧
島
市
の
停
車
駅
は
２
カ
所
。
隼
人

駅
で
は
、
霧
島
茶
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
国

分
中
央
高
校
の

生
徒
が
、
地

元
の
和
菓
子
屋

と
共
同
開
発
し

た
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
商

品
「
霧
島
ち
ゃ

ろ
ー
る
」
と
霧

島
茶
で
、
も
て

Vol.9

今
月
は
、
環
霧
島
周
遊
列
車
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

霧
島
市
観
光
課　

☎
０
９
９
５

−

64

−

０
８
９
５

　
　

な
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
修

し
ゅ
う
ぎ
ょ
う行
翔

し
ょ
う

さ
ん
は
「
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
で
参

加
し
ま
し
た
。『
ち
ゃ
ろ
ー
る
』
を
食

べ
て
霧
島
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

霧
島
温
泉
駅
で
は
霧
島
高
校
の
生
徒

が
関せ

き

平ひ
ら

鉱
泉
水
で
お
出
迎
え
。
構
内
で

は
霧
島
温
泉
駅
地
域
振
興
会
の
皆
さ
ん

が
焼
き
シ
イ
タ
ケ
や
手
作
り
の
抹
茶
お

は
ぎ
な
ど
で
も
て
な
し
ま
し
た
。
同
校

３
年
の
向
井
田
登と

む夢
さ
ん
は
「
お
客
さ

ま
の
笑
顔
が
私
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
旅
で
霧
島
の
魅
力
を
肌
で
感

じ
、
ま
た
霧
島
に
来
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

霧
島
山
の
大
自
然
と
と
も
に
「
お
も

て
な
し
の
心
」
が
た
っ
ぷ
り
と
詰
ま
っ

た
列
車
の
旅
。
１
本
の
レ
ー
ル
で
つ
な

が
っ
た
、
お
も
て
な
し
駅
は
、
環
霧
島

会
議
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

手
軽
に
で
き
る
野
菜
料
理
！ 

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

ネ
ギ
は
独
特
の
匂
い
と
辛
味
の

あ
る
野
菜
。
疲
労
回
復
や
食

欲
増
進
、
発
汗
作
用
な
ど
の
効
果
か

ら
、
薬
効
成
分
が
含
ま
れ
る
植
物
と

し
て
知
ら
れ
、
風
邪
に
効
く
薬
と
し

て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

●材料 (4 人分 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　白ネギ…100g　魚（１切れ 60g）…４切れ　酒…大さじ１
　片栗粉…大さじ１　油…大さじ１　カイワレ大根…10g　　　
　　　　だし汁…100cc　砂糖…大さじ１　みりん…大さじ１
　〔A〕　 濃い口しょうゆ…大さじ１　薄口しょうゆ…小さじ１
　　　　ショウガ（すりおろし）…小さじ１
●下準備　魚…酒をふり、しばらくおく
　　　　　白ネギ…斜めに薄切りにする
●作り方　① ペーパーで魚の水気を拭きとり、片栗粉をまぶす。
　　　　　　 フライパンに油を熱し、魚を焼いて皿にとる
　　　　　② 同じフライパンに〔A〕を煮立たせ、ネギと①を
　　　　　　 加え汁を残すくらいに煮る 
　　　　　③ 皿に魚とネギを盛り、カイワレ大根を散らす

魚
の
ネ
ギ
焼
き
煮

ネ
ギ
と
魚
を
お
い
し
く
食
べ
る
料
理

保存するとき、
白ネギは新聞紙
に包んで冷暗所
へ。葉ネギは、
湿らせた新聞紙
に包んで冷蔵庫
で保存してくだ
さい。

※
１
人
分
１
２
９
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
１
・
２
㌘
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■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

平
成
25
年
度
市
役
所
臨
時
・
嘱
託
職
員

　

勤
務
開
始
の
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
で
異
な
り
ま
す
。

【
保
育
士
】

●
対
象　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

①
月
額
14
万
円
程
度

　
　
　
　

②
③
日
額
７
、２
０
０
円

●
定
員　

①
②
③
と
も
に
若
干
名

●
勤
務
地　

都
城
市
内
の
公
立
保
育
所

●
勤
務　

①
７
時
30
分
～
18
時
の
う
ち
１

日
７
時
間
45
分
（
週
35
時
間
）

②
③
７
時
30
分
～
18
時
の
う
ち
１
日
７
時

間
45
分
（
②
週
38
時
間
45
分
、
③
週
20
時

間
程
度
）

※�

週
休
２
日
、
交
代
に
よ
る
早
出
、
遅
出
、

土
曜
日
の
出
勤
あ
り

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
】

●
対
象　

保
育
士
、
幼
稚
園
・
小
学
校
教

諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
７
、９
０
０
円
程
度

●
定
員　

５
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
公
立
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ

●
勤
務　

平
日
13
時
～
18
時
、
土
曜
日
８

時
～
18
時
（
月
～
土
曜
日
の
週
34
時
間
）

【
都
城
島
津
邸
窓
口
受
付
業
務
】

●
対
象　

土
・
日
曜
日
の
み
の
勤
務
が
可

能
な
人

●
賃
金　

日
額
４
、２
０
０
円

●
定
員　

１
人
程
度

●
勤
務
地　

都
城
島
津
邸
（
早
鈴
町
）

●
勤
務　

９
時
～
16
時
（
土
・
日
曜
日
の

週
12
時
間
）

【
老
人
ホ
ー
ム
①
調
理
師
、
②
介
護
業
務
、

③
夜
間
介
護
・
宿
直
業
務
】

●
対
象　

①
調
理
師
の
資
格
を
有
す
る

人
、
②
③
介
護
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資

格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

①
②
月
額
14
万
６
、３
０
０
円

程
度　

③
月
額
16
万
５
、０
０
０
円
程
度

●
定
員　

①
③
１
人
程
度
、
②
３
人
程
度

●
勤
務
地　

高
城
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛

園●
勤
務　

①
６
時
30
分
～
18
時
の
う
ち
１

日
７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

②
７
時
30
分
～
18
時
の
う
ち
１
日
７
時
間

30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※�

①
②
と
も
に
週
休
２
日
、
交
代
に
よ
る

早
出
、
遅
出
、
シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
土
・

日
曜
日
の
出
勤
あ
り

③
17
時
55
分
～
８
時
55
分
の
う
ち
１
日
７

時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※�

週
休
２
日
、
夜
間
介
護
と
宿
直
の
交
代

勤
務
、
シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
土
・
日
曜

日
の
出
勤
あ
り

【
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
業
務
】

●
対
象　

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
７
、０
０
０
円
程
度

●
定
員　

１
人
程
度

●
勤
務
地　

福
祉
課

●
勤
務　

９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
幼
稚
園
教
育
業
務
】

●
対
象　

幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る

人●
賃
金　

月
額
14
万
７
、９
０
０
円
程
度

●
定
員　

３
人
程
度

●
勤
務
地　

高
城
幼
稚
園
、有
水
幼
稚
園
、

石
山
幼
稚
園

●
勤
務　

７
時
30
分
～
16
時
45
分
の
う
ち

１
日
７
時
間
30
分
（
月
～
金
曜
日
の
週
37

時
間
30
分
）

※
交
代
に
よ
る
早
出
あ
り

【
特
別
支
援
教
育
支
援
員
】

●
対
象　

特
別
支
援
教
育
に
興
味
が
あ
る

人
（
教
員
免
許
保
持
者
ま
た
は
介
護
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
優
遇
）

●
賃
金　

日
額
６
、４
０
０
円

●
定
員　

４
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
勤
務　

７
時
50
分
～
16
時
20
分
（
月
～

金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
一
般
事
務
・
学
校
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

①
月
額
９
万
７
、５
０
０
円（
一

般
事
務
）
～
10
万
円
（
学
校
事
務
）

②
日
額
５
、８
８
０
円
（
一
般
事
務
）

●
定
員　

①
②
と
も
に
若
干
名

●
勤
務
地　

本
庁
、
各
総
合
支
所
管
内

●
勤
務　

①
９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日

の
週
30
時
間
）　

②
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
月
～
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）
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INFORMATION

談
室
、
秘
書
広
報
課
、
各
総
合
支
所
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

市
営
住
宅（
空
家
）入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯

【
４
Ｋ
】〔
高
城
〕
第
２
軍
神
原
（
１
戸
）

【
３
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
内
堀
（
１
戸
）、

一
万
城
（
１
戸
）、
中
道
（
１
戸
）、
沖
水

（
１
戸
）、
宮
丸
西
（
４
戸
）、
小
鷹
原
（
１

戸
）〔
山
之
口
〕
花
木
第
１
（
１
戸
）、
飯

起（
１
戸
）〔
高
城
〕第
２
軍
神
原（
２
戸
）、

石
山
（
１
戸
）〔
高
崎
〕
中
央
（
２
戸
）

【
３
Ｋ
】〔
本
庁
〕
※

都
北
（
１
戸
）、
神
田

（
１
戸
）〔
山
之
口
〕
富
吉
（
３
戸
）〔
山
田
〕

※

西
栫
第
２
（
２
戸
）〔
高
崎
〕
※

前
田
（
１

戸
）、
※

江
平
宮
王
（
１
戸
）

【
２
Ｋ
】〔
本
庁
〕
※

都
原
（
１
戸
）〔
高
城
〕

※

宮
平
（
１
戸
）、
※

第
２
軍
神
原
（
１
戸
）

〔
山
田
〕
※

谷
頭
五
班
第
２
（
１
戸
）

※

印
は
単
身
入
居
可
能
で
す
。
単
身
入
居

申
請
に
は
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
、身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
、

生
活
保
護
受
給
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

入
所
者
な
ど
の
条
件
が
必
要
で
す

●
申
込
期
間　

２
月
１
日
㈮
～
６
日
㈬　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
そ
の
他　

随
時
受
け
付
け
中
の
団
地

（
先
着
順
）
も
あ
り
ま
す

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

【
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
】

●
対
象　

図
書
館
の
設
営
や
読
み
聞
か
せ

な
ど
の
技
能
を
あ
る
程
度
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
６
万
５
、０
０
０
円
程
度

●
定
員　

４
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
勤
務　

９
時
～
14
時
（
月
～
金
曜
日
の

週
20
時
間
）

【
要
資
格
業
務
（
保
健
師
・
看
護
師
な
ど
）】

●
対
象　

保
健
師
・
看
護
師
な
ど
の
資
格

を
有
す
る
人

●
賃
金　

①
月
額
11
万
７
、０
０
０
円
～

16
万
８
、０
０
０
円　

②
日
額
７
、２
０
０
円

●
定
員　

①
②
と
も
に
若
干
名

●
勤
務
地　

本
庁
、
各
総
合
支
所
管
内

●
勤
務　

①
９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日

の
週
30
時
間
）　

②
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
月
～
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

　

１
月
31
日
㈭
ま
で
に
履
歴
書
と
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
職
員
課
へ

持
参　

☎
23

－

２
１
１
９

施
設
見
学
会
（
史
跡
巡
り
編
）

●
日
時　

２
月
14
日
㈭

９
時
30
分
出
発　

16
時
帰
着
予
定�

●
集
合
時
間
・
場
所　

９
時
25
分
、
都
城

運
動
公
園
野
球
場
駐
車
場
（
妻
ケ
丘
町
）

●
行
程　

早
水
神
社
・
沖
水
古
墳
→
的
野

正
八
幡
宮
（
山
之
口
町
）
→
弥
五
郎
ど
ん

の
館（
山
之
口
町
）→
宝
塔
的
五
輪
塔（
高

城
町
春
日
神
社
横
）→
牧
の
原
古
墳
群（
高

城
町
）
→
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

さ
わ
や
か
館（
昼
食
）→
塚
原
古
墳
群（
高

崎
町
）
→
東つ

ま

霧
島
神
社
（
高
崎
町
）
→
諏

訪
神
社
（
庄
内
町
）
→
狭さ

の野
神
社
・
都
島

顕
彰
碑

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
人
、
38
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
２
月
７
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
連
絡

●
費
用　

１
０
０
円（
１
日
傷
害
保
険
料
）

※
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
持
参　

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
参
加
す
る
人
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
１
月
31
日
㈭
（
必
着
）
ま

で
に
秘
書
広
報
課
広
聴
担
当
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
。
１
枚
の
は
が
き
で

２
人
ま
で
応
募
可
（
代
表
者
に
は
、◎
印
）

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

　
市
長
と
ス
マ
イ
ル
ラ
ン
チ

参
加
グ
ル
ー
プ

　

池
田
新
市
長
と
の
昼
食
会
に
参
加
す
る

グ
ル
ー
プ
（
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人
で
、サ
ー
ク
ル
、

職
場
や
近
所
の
仲
間
、
友
人
な
ど
、
８
～

11
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ

●
時
間　

平
日
の
12
時
～
12
時
50
分

●
場
所　

市
長
室

●
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
弁
当
代
）　

●
応
募
方
法　

申
込
書
お
よ
び
参
加
者
名

簿
を
会
食
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
秘

書
広
報
課
に
提
出

※�

申
込
書
は
本
庁
西
館
案
内
所
、
市
民
相
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■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

介
護
認
定
訪
問
調
査
員

●
対
象　

介
護
支
援
専
門
員
の
有
資
格
者

で
、パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
初
級
程
度
）

が
で
き
る
人

●
定
員　

１
人

●
賃
金　

月
額
16
万
８
、０
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入

●
勤
務　

月
～
金
曜
日
の
９
時
～
16
時　

※�

２
月
か
ら
勤
務
。
勤
務
中
は
、
自
家
用

車
を
使
用

　

１
月
24
日
㈭
ま
で
に
、
履
歴
書
と

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
証
の
写
し
を
介

護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
９
１

ぼ
ん
ち
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

●
期
間　

３
月
～
10
月
の
毎
月
１
～
２
回

（
視
察
を
含
む
実
習
７
回
、
講
座
５
回
）

※�

３
月
13
日
㈬
の
開
講
式
で
具
体
的
な
講

座
内
容
に
つ
い
て
案
内
し
ま
す

●
時
間　

実
習
（
サ
ツ
マ
芋
・
里
芋
の
栽

培
）
９
時
～
12
時
、
講
座
10
時
～
12
時

●
場
所　

Ｊ
Ａ
都
城
都
北
事
業
所
ほ
か

●
対
象　

農
業
に
大
変
興
味
が
あ
り
、
自

分
で
作
っ
た
野
菜
を
直
売
所
な
ど
に
出
荷

し
て
販
売
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

●
定
員　

10
人
程
度　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
受
講
料　

２
、０
０
０
円
（
保
険
代
・

資
料
代
を
含
む
）

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、
野
菜
を

作
っ
て
い
る
面
積
、
応
募
の
動
機
や
農
業

に
対
す
る
思
い
な
ど
を
明
記
し
、
２
月
15

日
㈮
ま
で
に
Ｊ
Ａ
都
城
営
農
企
画
室
地
域

営
農
振
興
課
（
〒
885

－

０
０
０
４　

都
北

町
５
７
０
８
）　

☎
38

－

６
６
９
３

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

　

交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日　

２
月
３
日
㈰

●
通
過
予
定
時
間　

え
び
の
市
真
幸
地
区

体
育
館
前
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
→
ロ
ー
ソ

ン
高
崎
大
牟
田
店
前
（
12
時
4
分
）
→
志

和
池
小
学
校
前
（
12
時
34
分
）
→
都
城
市

役
所
玄
関
前
（
13
時
６
分
ゴ
ー
ル
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
23

－

９
５
４
６

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
こ
の
じ
ょ
う（
無
料
）

　

世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
国
々
の
遊
び
や
音

楽
、
踊
り
な
ど
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

の
支
援
の
た
め
、古
切
手（
無
傷
の
も
の
）、

書
き
損
じ
は
が
き
を
募
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

１
月
26
日
㈯　

12
時
～
17
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

都
城
国
際
交
流
協
会

　
　

☎
23

－

２
２
９
５

都
城
地
域
春
の
就
職
面
接
会（
無
料
）��

　

履
歴
書
、事
前
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

●
日
時　

２
月
８
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー

※�

詳
細
は
、
都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　

☎
23

－

２
４
１
２

健
康
づ
く
り
大
会

●
日
時　

２
月
８
日
㈮　

13
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
や

健
康
に
関
す
る
川
柳
の
表
彰
式
ほ
か

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

自
殺
予
防
講
演
会

さ
さ
え
あ
お
う　

こ
こ
ろ
と
い
の
ち

●
日
時　

２
月
９
日
㈯　

13
時
～

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

自
死
遺
族
に
よ
る
講
演
「
心
豊

か
に
生
き
る
」
ほ
か

　

１
月
25
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課

　
　

☎
23

－

２
９
８
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

２
月
７
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

な
の
は
な
合
唱
団

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４
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INFORMATION

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
祝
吉

●
日
時　

２
月
17
日
㈰　

８
時
15
分
受
付

※
雨
天
時
は
24
日
㈰
に
延
期

●
集
合
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館

●
行
程　

沖
水
川
河
川
敷
約
６
㌔
コ
ー
ス

●
参
加
料　

１
人
に
つ
き
１
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

帽
子

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　

２
月
５
日
㈫
ま
で
に
、
祝
吉
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
（
祝
吉
地
区

公
民
館
内
）�　

☎
23

－

２
８
９
０

コ
ツ
コ
ツ
健
康
教
室　

　

運
動
や
調
理
を
通
し
た
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
内
容
・
日
時
・
場
所

骨
粗
し
ょ
う
症
の
講
話
・
調
理
実
習
・
運
動
教
室

１
／
16
㈬　

９
時
30
分
～
15
時　

３
／
４
㈪　

９
時
30
分
～
15
時　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）
ほ
か

骨
粗
し
ょ
う
症
の
講
話
・
運
動
教
室

２
／
４
㈪　

13
時
～
15
時　

中
央
公
民
館

●
対
象　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
女
性

●
定
員　

各
30
人　

※
要
申
し
込
み

●
参
加
費　

調
理
実
習
の
み
１
０
０
円

　

健
康
課　

☎
23

－
２
７
６
５　

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時
・
場
所

１
／
31
㈭　

９
時
30
分
～

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

２
／
８
㈮　

９
時
30
分
～

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
全
３
回
）

　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
市
民
を
対
象

に
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
内
容

２
／
４
㈪　

14
時
～
15
時
30
分　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
1
階
）

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て

２
／
13
㈬　

９
時
30
分
～
13
時　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
1
階
）

美
味
し
く
食
べ
て
生
活
習
慣
病
予
防（
調
理
実
習
）

２
／
28
㈭　

13
時
30
分
～
15
時
30
分　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

自
宅
で
継
続
で
き
る
運
動
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
参
加
費　

無
料

※
調
理
実
習
は
１
０
０
円
が
必
要

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

就
職
支
援
講
座
（
無
料
）

●
講
座
名
・
日
程
・
場
所
・
内
容

ア
ク
セ
ス
活
用
講
座

２
／
12
㈫
～
18
㈪
の
５
日
間

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

エ
ク
セ
ル
を
活
用
し
ソ
フ
ト
開
発
を
行
う
講
座

潜
在
看
護
師
再
就
職
の
た
め
の
講
座

２
／
19
㈫
・
20
㈬
・
26
㈫
・
27
㈬
・
３
／
１
㈮

都
城
市
郡
医
師
会
病
院

看
護
師
・
准
看
護
師
の
有
資
格
者
向
け
の
講
座

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　
　

☎
23

－

２
４
１
２

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター	 ☎ 22-1659

１/23㈬
10時～

「簡単コサージュ作り」
場所：志和池地区公民館　
※要申し込み

１/28㈪　
10時～

「いちごクラブ」お正月あそび
対象：２歳以上の親子

１/30㈬
10時～

子育て講座
歯の健診とブラッシング指導
※要申し込み

２/４㈪
10時～

「ふたごの会」ふたご以上の親子・
妊婦さんの集いの場

◆山之口子育て支援センター	 ☎ 57-3298
１/22㈫
10時～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：下富吉地区公民館

１/25㈮
10時30分～

高齢者施設慰問「ひばり苑」
おじいちゃん、おばあちゃんと一
緒に遊ぼう！

１/28㈪
10時～

「なかよし広場・すくすく教室」
保健師による身体測定
対象：１歳以上

２/１㈮
10時30分～

「豆まき大会」　
参加費：1世帯 100 円

◆山田子育て支援センター	 ☎ 64-3171
１/31㈭
10時～

「豆まき大会」
※要申し込み。参加費あり

２/14㈭
10時～

「にこにこ教室」ひな人形作り
※材料はセンターで準備します

※�ほかにもいろいろな行事があります。詳
しくは、各子育て支援センターに問い合
わせください
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■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

生
涯
学
習
講
座

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

ア
ロ
マ
ヨ
ガ
（
全
４
回
）

毎
週
木
曜
日
（
２
／
７
㈭
～
28
㈭
）

13
時
30
分
～
14
時
30
分　

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）　

２
、２
０
０
円

締
め
切
り
：
１
／
29
㈫

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
で
す

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

ヨ
ガ
教
室

毎
週
金
曜
日　

14
時
～
15
時
30
分

祝
吉
地
区
公
民
館

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
す
く
す
く
」

●
日
程
・
内
容

２
／
１
㈮　

リ
ズ
ム
体
操
や
み
ん
な
で
豆
ま
き

2
／
22
㈮　

ひ
な
祭
り
グ
ッ
ズ
製
作

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
費
用　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
０
０
円

※
要
申
し
込
み

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
58

－

６
８
０
０

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

２
／
13
㈬　

10
時
～
13
時
30
分　
　

甘
納
豆
ダ
ッ
チ
ブ
レ
ッ
ド
、
ラ
イ
麦
チ
ー
ズ

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－
２
０
８
８

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

●
講
座
名
・
日
時
・
場
所
・
定
員

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
無
料
）

１
／
29
㈫　

10
時
～
12
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

20
人　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
持
参
す
る
も
の　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ

ル
で
も
可
）

　

１
月
24
日
㈭
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

☎
23

－

２
０
０
１

脱
メ
タ
ボ
！　

健
康
教
室（
栄
養
編
）

●
日
時　

１
月
30
日
㈬　

９
時
30
分
～

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

地
下
１
階
）

●
対
象　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
市
民

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

●
準
備
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

　

１
月
23
日
㈬
ま
で
に
健
康
課

　
　
　

☎
23

－

２
７
６
５

人
権
相
談

●
日
程
・
場
所

２
／
５
㈫
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
８
㈮
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
城
総
合
支
所

２
／
12
㈫
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

10
時
～
15
時

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－

０
４
９
０

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

2
／
7
㈭　

９
時
～
12
時　

中
央
公
民
館

２
／
７
㈭　

10
時
～
12
時　

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
８
㈮　

10
時
～
12
時　

高
城
総
合
支
所
西
別
館
第
２
会
議
室

２
／
９
㈯　

10
時
～
12
時

山
之
口
総
合
支
所
１
階
相
談
室　

２
／
12
㈫　

10
時
～
12
時　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
13
㈬　

10
時
～
12
時　

五
十
市
地
区
公
民
館

２
／
21
㈭　

９
時
～
12
時　

中
央
公
民
館

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４
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INFORMATION

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室
（
無
料
）

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
内
容　

心
配
ご
と
（
面
談
・
電
話
）

【
無
料
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
7
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
14
㈭
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

２
／
21
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
28
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね

じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

14
時
～
17
時���

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

【
無
料
司
法
書
士
相
談
】

●
日
程
・
場
所

毎
週
水
曜
日
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
27
㈬

高
城
老
人
福
祉
館

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
～
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

　

社
会
福
祉
協
議
会
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ

ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
25

－
８
３
４
９

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

２
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬

　
　
　
　

18
時
～
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

●
定
員　

12
人
程
度　

※
要
予
約

　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

－

３
2
4
0

一
日
中
小
企
業
相
談
会

●
日
時　

２
月
12
日
㈫　

13
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
２
階

●
内
容　

経
営
お
よ
び
融
資
の
相
談

　

商
業
観
光
課　

☎
23

－

２
９
８
３

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

１
／
29
㈫　

13
時
～
14
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

２
／
７
㈭　

13
時
30
分
～
14
時

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

２
／
８
㈮　

９
時
30
分
～
10
時
30
分

志
和
池
地
区
公
民
館

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談

　

あ
な
た
自
身
や
家
族
、
学
校
、
職
場
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て
、
臨
床

心
理
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
通

話
料
は
有
料
で
す
）

●
日
時　

１
月
27
日
㈰　

９
時
～
17
時

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
８
０

－

４
２
７
６

－

３
４
０
１

☎
０
９
０

－

８
３
５
０

－

３
４
０
２

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

地
籍
図
（
簿
）
の
閲
覧

　

平
成
23
年
度
実
施
の
地
籍
調
査
で
作
成

し
た
地
籍
図
（
簿
）
に
誤
り
が
な
い
か
確

認
く
だ
さ
い
。
閲
覧
に
は
、
印
鑑
が
必
要

で
す
。

●
閲
覧
で
き
る
土
地　

高
野
町
の
一
部

（
字
黒く
ろ
ば
え生

、
字
堀ほ
り
ご
め込

、
字
東ひ
が
し
ば
る原

）

●
閲
覧
場
所
・
期
間

西
岳
地
区
公
民
館　

１
月
21
日
㈪
～
30
日
㈬　

９
時
30
分
～
16
時

※
土
・
日
曜
日
も
閲
覧
で
き
ま
す

農
村
整
備
課　

１
月
31
日
㈭
～
２
月
14
日
㈭　

９
時
～
16
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん

　

農
村
整
備
課　

☎
23

－

２
９
８
２

都
城
・
北
諸
県
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会

事
務
所
の
移
転

　

同
事
務
所
が
、
２
月
１
日
に
Ｊ
Ａ
都
城

農
産
部
（
都
北
町
）
か
ら
都
城
圏
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
東
側
の
都
北
町
別
館

に
移
転
し
ま
す
。

　

農
産
園
芸
課　

☎
23

－

２
４
２
５

21　Miyakonojo City Public Relations   2013.1



■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

次
の
計
画
を
定
め
る
に
当
た
り
、
広

く
意
見
を
求
め
ま
す
。

【
①
都
城
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画（
案
）】

【
②
土
地
利
用
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）】

【
③
み
ど
り
と
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
計
画（
案
）】

【
④
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
（
案
）】

●
公
表
の
場
所　

担
当
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
２
階
）、
各

総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間

１
月
15
日
㈫
～
２
月
13
日
㈬

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」

を
利
用
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団

体
名
を
明
記
し
、
封
書
で
担
当
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
や
各
総
合
支
所
、
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

氏
名
、
住
所
な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見

に
対
し
て
は
、
市
の
考
え
方
を
公
表
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

①
は
経
営
戦
略
課

☎
23

－

２
１
１
５　

FAX�

23

－

２
０
０
６

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

②
③
④
は
都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２　

FAX�

23

－

２
１
５
４

toshikei@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

公
聴
会
の
開
催

　

次
の
計
画
案
に
意
見
を
述
べ
る
公
述

希
望
者
を
募
集
し
、
広
く
意
見
を
聞
く

た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
土
地
利
用
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）】

【
み
ど
り
と
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
計
画（
案
）】

【
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
（
案
）】

●�

計
画
案
の
閲
覧
期
間
お
よ
び
公
述
申

出
書
の
提
出
期
限　

１
月
15
日
㈫
～
25
日
㈮

●
計
画
案
の
閲
覧
場
所　

都
市
計
画

課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東

館
２
階
）、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
な
ど
を
記
載
し

た
公
聴
会
公
述
申
出
書
を
封
書
で
都
市

計
画
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す

●
公
述
人
の
選
定
に
つ
い
て　

公
述
人
の
選
定
結
果
は
、
全
て
の
公
述

希
望
者
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
公
述

時
間
な
ど
の
都
合
か
ら
公
述
人
の
数

は
、
10
人
以
内
を
原
則
と
し
ま
す

●
公
聴
会
開
催
日
時

２
月
５
日
㈫　

14
時
～

●
公
聴
会
開
催
場
所　

市
役
所
南
別
館
３
階
第
２
会
議
室　

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２　

FAX�

23

－

２
１
５
４

toshikei@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

　

介
護
し
て
い
る
家
族
同
士
で
、
認
知

症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
日

頃
の
介
護
に
関
す
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
２
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
都
城
支
部　

☎
23

－

３
９
１
９

※�

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
で
は
、
認

知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

相
談
に
秘
密
厳
守
で
応
じ
て
い
ま
す

平
成
25
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
追
加
受
付

　

市
発
注
の
建
設
工
事
な
ど
の
競
争
入

札
参
加
希
望
者
を
、追
加
受
付
し
ま
す
。

申
請
要
領
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

●
業
種
・
日
程
・
有
効
期
間

【
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
】

１
／
18
㈮
～
31
㈭

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
の
１
年
間

【
建
設
工
事
】　

２
／
１
㈮
～
15
㈮

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
の
１
年
間

【
物
品
・
役
務
】　

随
時
受
け
付
け　

申
請
月
の
翌
々
月
の
初
日
か
ら
平
成
26
年

９
月
30
日
ま
で

　

契
約
課　

☎
23

－

２
１
２
２

口蹄疫・鳥インフルエンザの
侵入リスクが高まっています！注意 !

　中国や台湾など、近隣諸国で口蹄疫や
鳥インフルエンザが発生していて、家畜
伝染病の侵入リスクが高まっています。
消毒の徹底をお願いします
　 毎 月 10 日・20 日・
30 日は「都城地域一斉
消毒の日」です。本市
から家畜伝染病を発生
させないよう、農場の
継続的な消毒と防疫対
策の実施をお願いします。
市民の皆さんへのお願い
　畜産農家の敷地内に許可なく近づかな
いでください。また、敷地内に入る前に
は、農場出入口付近に設置してある消毒
槽などで消毒をお願いします。
◎問い合わせ　畜産課　☎ 23－2769
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INFORMATION

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号
1/27
㈰

坂元医院（内・胃） 22-0360
戸嶋病院（内） 22-1437
仮屋医院（小） 36-0521
宗正病院（外） 22-4380
小牧病院（整） 24-1212
丸田病院（産・婦） 23-7060
中崎歯科医院 62-5030

２/ ３
㈰

共立病院（内） 22-0213
ベテスダクリニック（内） 22-1700
志 目々医院（内・小） 57-2004
たかお浜田（外・内） 22-8818
ならはら皮膚科（皮膚） 22-1455
北原医院（産・婦） 22-4133
はた歯科医院 22-3005

２/10
㈰

藤元上町（内） 23-4000
久保原田中（内・小） 22-7700
大岐医院（内・胃・外） 57-2025
福島外科（外・胃） 38-1633
庄内医院（整・ﾘﾊ） 37-0522
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
花森歯科医院 25-8345

２/11
㈪

柳田病院（小・内） 22-4862
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
みしま内科クリニック（内・循） 51-8100
都北鮫島クリニック（胃･内・外） 38-6060
いき形成外科ひふ科（形・皮） 45-0020
永吉眼科（眼） 22-1530

八田歯科医院 25-6318
※診療機関は変更することがあります

詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認して
ください

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
1/27 ㈰ かじや牟田町、そうごう志和池、くげ、

かかりつけ支援センター、妻ケ丘
２/３㈰ 坂口、トロン、そうごうたかお、

ひまわり
２/10 ㈰ 都北町、ひむか24 時間
２/11 ㈪ 東町、さくら、ひむか都城、

トロン年見、マリンバ姫城

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

国
民
健
康
保
険
加
入
者

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
と

18
歳
～
39
歳
の
健
康
診
査

　

２
月
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
詳
し
く
は
、
２
月
１
日
に
公
民
館

を
通
じ
て
配
布
す
る
「
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
と
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
」
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

が
ん
検
診
実
施
機
関
の
追
加

　

次
の
医
療
機
関
で
、
大
腸
が
ん
検
診

が
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
医
療
機
関
名　

都
北
鮫
島
ク
リ
ニ
ッ

ク　

☎
38

－

６
０
６
０

森
林
の
土
地
所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年

４
月
１
日
以
降
に
、
森
林
の
土
地
所
有

者
に
な
っ
た
人
は
、
取
得
し
た
日
か
ら

90
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

地
売
買
契
約
の
届
け
出
を
提
出
し
た
場

合
は
不
要
で
す
。

　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま

受
診
者
証
の
交
付
申
請

　

平
成
25
年
度
分
の
申
請
を
１
月
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
３
月
15
日
㈮
ま

で
に
申
請
し
た
人
に
は
、
３
月
下
旬
に

受
診
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

●
受
付
場
所　

保
険
年
金
課
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
都
城
市
北
諸
県
郡
は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
ま
師
会
加
入
の
各
施
術
所

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
利
用
休
止

　

次
の
期
間
は
、
改
修
工
事
の
た
め
利

用
休
止
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
、
工
事

区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
利
用
休
止
期
間　

１
月
21
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　

☎
23

－

９
５
４
６

粗
大
ご
み
な
ど
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
定
期
点
検
整
備
の
た
め
、

搬
入
規
制
期
間
は
、
個
人
、
業
者
に
か

か
わ
ら
ず
、
草
・
木
類
、
せ
ん
定
く
ず
、

粗
大
ご
み
（
木
製
家
具
、
畳
、
じ
ゅ
う

た
ん
、
事
業
系
の
布
団
な
ど
）
の
搬
入

は
で
き
ま
せ
ん
。
再
利
用
可
能
な
木
製

家
具
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
36

－

３
９
０
０
）
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
規
制
期
間

２
月
１
日
㈮
～
26
日
㈫

※�

搬
入
規
制
期
間
以
外
で
も
搬
入
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
搬
入
の
際

は
、
必
ず
清
掃
工
場
へ
確
認
を
お
願

い
し
ま
す

　

清
掃
工
場　

☎
23

－

０
２
７
７

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
）

●
日
時　

２
月
14
日
㈭
～
３
月
７
日
㈭

の
毎
週
木
曜
日　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

●
そ
の
他　

養
成
講
座
（
全
４
回
）
受

講
後
、
援
助
会
員
登
録
と
な
り
ま
す

　

２
月
８
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26

－

３
８
１
０
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図
書
館
だ
よ
り

iyakonojo
imata

oo
hibushi
定住
自立圏見て　知って　ていじゅうじりつけん

みて しって

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22−

０
２
３
９

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58−

４
２
２
４

◎問い合わせ　都城島津邸 　☎23-2116

都城市立図書館　●休館日／１月21日・28日、２月４日・７日・11日・12日 ●開館時間／9：30～18：50

高城図書館　　　●休館日／１月20日・22日・29日、２月５日・11日・12日 ●開館時間／9：30～18：00

1
月
21
日
→
2
月
15
日

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
１
月
19
日
㈯　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　

読
み
聞
か
せ
会

●
１
月
26
日
㈯　

11
時
～

国
際
交
流
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

●
１
月
30
日
㈬　

15
時
～

「
僕
の
死
に
方

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ダ
イ
ア
リ
ー
５
０
０
日
」

金
子
哲
雄
（
著
）
小
学
館
（
出
版
）

売
れ
っ
子
の
流
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
受
け
た
突
然
の

余
命
宣
告
。
著
者
が
生
涯
無
休
で
突
っ
走
っ
た
壮
絶
な

「
終
活
」
の
記
録
。

「
お
し
り
た
ん
て
い
」

ト
ロ
ル
（
著
）
ポ
プ
ラ
社
（
出
版
）

「
ふ
～
む
、
に
お
い
ま
す
ね
」
が
口
癖
の
お
し
り
た
ん
て

い
は
、
甘
い
も
の
が
大
好
き
で
レ
デ
ィ
ー
に
や
さ
し
い

紳
士
。
親
子
で
楽
し
め
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
謎
解
き
絵
本
。

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
1
月
24
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会　

●
２
月
９
日
㈯　

14
時
30
分
～

　

内
容　

お
に
は
う
ち
ふ
く
は
そ
と
（
日
本
の
民
話
）

◎問い合わせ　山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館  ☎57-5295

今回は、都城市を紹介します。
山之口町麓地区の人形浄瑠璃
　山之口麓の人形浄瑠璃は、岡本文

ぶん や

弥が全盛期
だった 300 年程前の古浄瑠璃と呼ばれる芸能をそ
のまま伝承しているところが高く評価されていま
す。哀愁を帯びた独特な節回しの語りの間合いに
三味線が入り、人形は頭

かしらさしこみしき

差込式の１人遣いです。
上演の幕間に演じられ
る間

あいきょうげん

狂言は、方言を
使ってユーモラスに演
じられ、見物客らを楽
しませてくれます。

山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館
　国の重要無形民俗文化財に指定されている山之
口麓文弥節人形浄瑠璃は保存会により継承され、
資料館において、３・６・９・11 月の定期公演
で披露されています。展示室には、江戸時代から
明治初期に制作された 27 体の人形などが引き継
がれ、貴重な文化遺産となっています。

「島
し ま づ

津久
ひ さ み ち

理像
ぞ う

」
都城島津家 18 代当主島津久理（1657 ～
1727）は、藩主島津光

みつひさ

久の八男で、17 代忠
ただなが

長
（1663 ～ 1670）が死去した翌年の寛文 11 年
（1671）に都城領主となりました。久理以後、
久理の子孫が都城島津家の家督を継いでいくこ
とになります。久理は、文武の奨励やかんがい
水路の開削などに取り組み、元禄 15 年（1702）
３月には家督を忠

ただおき

置（後の久
ひさたつ

龍）に譲ると、
香
こううん

雲と号して隠居し、享保 12 年（1727）に逝
去しました。
ここに描かれた久理は、背中をわずかに曲げ、
黒い羽織を身に付け、髪をやや短
めに表現されていることから、隠
居生活の様子を描いたことが推
測されます。また、傍らには碁盤
が置かれていることから、久理が
碁を好んでいたことをうかがい
知ることができます。

Vol.9
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このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と

ク イ ズ広 報

問

問

問

答

答

答

Vol.85

  
● 
女
性
と
子
ど
も
に
対
す
る
暴
力
に
対
し
て
は
、
勇
気

を
持
っ
て
相
談
す
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
を
守
り
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
も
、
相
談
窓

口
を
利
用
し
た
い
で
す
ね
。

（
鷹
尾
三
丁
目
　
リ
ン
リ
ン
さ
ん
）

● 

い
つ
も
、
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
て
し
ま
う
私
。
糖

尿
病
予
防
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
腹
八
分
目
か
ら
始

め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
上
川
東
二
丁
目
　
め
ん
ち
ゃ
ん
）

● 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

い
つ
か
は
お
世
話
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、し
っ

か
り
勉
強
し
て
お
き
ま
す
。

 （
山
之
口
町
富
吉
　
Ｉ
・
Ｍ
さ
ん
）

● 

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
公
園
で
、
ご
み
が
目
立
ち
ま
す
。

市
内
に
は
公
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
環
境
が
と
て
も
い

い
の
に
、
残
念
で
す
。
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
、
袋
を
持
参
し
て
ご
み
を
拾
っ
て
い
ま
す
。

（
祝
吉
三
丁
目
　
Ｒ
・
Ｋ
さ
ん
）

● 

私
が
通
う
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
も
、
宮
崎
シ
ャ
イ
ニ
ン

グ
サ
ン
ズ
の
選
手
を
よ
く
見
掛
け
る
の
で
、
身
近
に

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

 （
山
田
町
山
田
　
ふ
～
ち
ゃ
ん
）

クイル・アンダーソンさん（アメリカ）Vol.13

新年の誓い

　新年、明けましておめでとうございます。英語
で言うとHappy�New�Year!
　アメリカでは、新しい年になると新年の誓いを
する習慣があります。新しい年の始まりを記念して、
今年の目標を決めることです。「３キロ痩せる」と
か「タバコをやめる」とか具体的な目標もあれば、
「もっと親切な人になる」とか「貯金するようにな
る」とか抽象的な目標もあります。とにかく自分を
改善するように決意します。決意しようとするので
すが、決してみんなが自分の目標を達成するとい
うわけではありません。１月と２月はフィットネスジ
ムが非常に混むのですが、だいたい３月になると
諦める人は少なくありません。
　私は都城に来て３年５カ月ですけど、今年は都
城に来たばかりの時のように「初めて見た！」とか
「へぇ、知らなかった！」とか思いっ切り新鮮な経
験をたっぷりしたいです。そして「今
しかない」という気持ちで、悔いが残
らないように、なんでもチャレンジをし
たいと思います。
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

①実行します！　池田新市長の○つのマニ
フェスト

②たくさんの見物客でにぎわった、○年ぶり
の高城桜木揚げ馬祭り

③初めての地方開催で盛り上がった、天皇杯・
皇后杯全日本○○○ボール選手権大会

　



施 設 案 内施 設 案 内
今月の 読者プレゼント

商品提供事業者

【和菓子の詰め合わせ 3,000円相当】

尾方菓子舗
（蔵原町）
☎ 22‒5033
果物を模した季節の和菓
子が自慢です。お茶うけ
に喜ばれています。ぜひ、
ご賞味ください。

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や 1月号を読んだ感想を書いて、
〒885－8555　秘書広報課まで。正解者の中から、抽選
で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　１月31日㈭　当日消印有効
◎発表　本紙３月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集し

ています。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください

◎ 11月号クイズの結果【応募総数36通】
　★正解／①運動　②投棄　③今年の重大ニュース
◎ 11月号当選者　田ノ上　節子さん（下川東二丁目）
　　　　　　　　　寺尾　友岐さん（中原町）

都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城 No.85  2013年１月号）

※１月21日～2月15日の日程
■美術館（姫城町） ☎25−1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵作品展「夢の中へ」　～３月３日㈰
■都城歴史資料館（都島町） ☎25−8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「昔の道具展」　１月12日㈯～４月14日㈰

■たちばな天文台（高崎町）  ☎62−4936
開館時間　10：00～15：00

　　　　　   ㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎月と太陽の工作教室
　１月20日㈰　10：30～12：00（要予約）
◎冬の星座教室
　２月11日㈪　18：30～21：00（要予約）

■旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58−6900  
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■高城郷土資料館（高城町） ☎58−5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57−3713
開館時間　９：00～17：00

入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■人形の館（山之口町） ☎57−5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■都城島津邸（早鈴町） ☎23−2116
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）

観覧料　「本宅」　小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」　一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎都城島津家入部660年記念常設展示～３月３日㈰
※伝承館観覧料が必要



インフォメーション

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

市の提供番組紹介

■ BTV ケーブルテレビ
　（デジタル 111ch、アナログ５ch）
　※毎回 10 分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① ６：50 ～　② 11：50 ～　③ 17：50 ～
　④ 20：50 ～　⑤ 22：50 ～

■ MRT ラジオ（AM 放送 936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM 放送 76.4MHz）
　「インフォメーション M」　毎週：月～金曜日
　９：49 ～９：54、15：54 ～ 15：59（再）

吉田兄弟コンサート2013弦奏
～津軽三味線とクラシックのマリアージュ～
多くの人々の心を揺さぶる豪快かつ繊細な音
色。
今回はバイオリニストの松本蘭を迎え、
津軽三味線とクラシックのコラボレーション
をお楽しみいただきます。

●日時　２月16日㈯　開演19：00（開場18：30）
●料金　全席指定　A席5,800円　B席5,300円
　　　　 ※未就学児童入場不可
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

都城市現住人口

イベントカレンダー（１月21日～２月15日）
※【　】内は場所、問は問い合わせ先　
都城市エリア

２
月

９日㈯　16：00開場　18：00開演
2013バレンタインドライブインシアター
inかかし村
【山田第２運動公園】

問�山田町商工会　☎ 64－2057

10日㈰　９：00～12：00
都城ぼんち市【東中町通り】
問�都城商工会議所　☎ 23－0001

４日㈪～10日㈰
　栃木SC��キャンプ（予定）
12日㈫～19日㈫
　FC東京��キャンプ（予定）
【高城運動公園多目的広場】

問�商業観光課　☎ 23－2615
環霧島エリア

１
月

20日㈰　８：00～
たかはるよりどり交流市【高原町商店街】
問�同運営協議会　☎ 0984－42－1839

２
月

２日㈯・３日㈰　９：00～
京町二日市【京町温泉駅前通り】
問�えびの市商工会　☎ 0984－35－1544

高原町

えびの市

正月７日に行われる「七とこ祝い」。旧鹿児島藩に
伝わる伝統的行事で、以前は、数え年７歳にな

る子どもが晴れ着を着て、親や兄弟に付き添われて近
所の家々を７軒回り、それぞれの家で七草を炊き込ん
だ雑炊をもらって食べたそうです。わが娘も今年、数
え年で７歳。振り袖姿で寺社参りをしたあと、じいちゃ
んやばあちゃんと七草がゆを食べ子どもの健やかな成
長を祈ります。（知）

　昔ながらのきねと臼を使った餅つき大会が12月18日、
天竜保育園で行われました。職員と保護者らが前もって、
もち米やあんこなどの具材
を準備。園児たちは、寒空
の下、「よいしょ、よいしょ」
と大きな掛け声とともに勢
いよくきねを振り上げ、餅
をついていました。餅がつ
きあがるころには、園児た
ちの真っ白いもちのような
ほっぺは、掛け声で温まり、
赤く染まっていました。

みんなで楽しくぺったんこ

平成24年12月１日現在 前月比

世  帯  数 70,510世帯 （－39）

人口総数 168,045人　 （－27）

男 78,760人　 （+    6）

女 89,285人　 （－33）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

ムジカパフォーマンスフェスタ vol.2
ムジカ青春学園卒業ライブ !
出演者大募集 !!
昨年も実施した卒業ライブを今年も開催し
ます♪　ゲストに濱田詩朗さん・木村つづ
くさんを迎えて、昨年以上に楽しい卒業イ
ベントになること間違いなし！
思い出に残る卒業ライブをみんなで作り上
げませんか？　ただ今、参加者を募集して
います。

●日程　３月24日㈰
●募集内容　ダンス部門・軽音楽（バンド）部門
　　　　　　それぞれ在校生と卒業生２組ずつ
●応募資格　市内や周辺の高校・専門学校の学生
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770
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